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むつ市議会第２１６回定例会会議録 第２号

平成２５年６月１２日（水曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第32号 むつ市新型インフルエンザ等対策本部条例

第２ 議案第33号 むつ市みどりのさきもり館条例

第３ 議案第34号 むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例

第４ 議案第35号 むつ市分収林設定条例の一部を改正する条例

第５ 議案第36号 むつ市観光遊覧船条例の一部を改正する条例

第６ 議案第37号 工事請負契約について

（脇野沢赤坂地区不法投棄廃棄物撤去工事に係る工事請負契約を締結するためのもの）

第７ 議案第38号 財産の取得について

（むつ市消防団むつ消防団第２分団配備の水槽付消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新

するためのもの）

第８ 議案第39号 財産の取得について

（むつ市消防団脇野沢消防団団本部配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するた

めのもの）

第９ 議案第40号 財産の取得について

（小形ロータリ除雪車を購入するためのもの）

第10 議案第41号 新たに生じた土地の確認について

第11 議案第42号 新たに生じた土地の町名について

第12 議案第43号 町の区域の変更について

第13 議案第44号 町の区域の変更について

第14 議案第45号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員

退職手当組合規約の変更について

第15 議案第46号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第16 議案第47号 平成25年度むつ市一般会計補正予算

第17 報告第４号 平成24年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

第18 報告第５号 平成24年度むつ市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

第19 報告第６号 平成24年度むつ市一般会計事故繰越し繰越計算書

第20 報告第７号 平成24年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

第21 報告第８号 専決処分した事項の報告について
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（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第22 報告第９号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成24年度むつ市一般会計補正予算）

第23 報告第10号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例の一部を改正する条例）

第24 報告第11号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

第25 報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正

する条例）

第26 報告第13号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過疎地域における固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例）

第27 報告第14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関す

る条例の一部を改正する条例）

第28 報告第15号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第29 報告第16号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第30 報告第17号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成25年度むつ市一般会計補正予算）

第31 報告第18号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第32 報告第19号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成25年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２３人）

１番 上 路 德 昭 ２番 横 垣 成 年

３番 工 藤 孝 夫 ４番 佐 々 木 肇

６番 目 時 睦 男 ７番 村 川 壽 司

８番 佐 賀 英 生 ９番 東 健 而

１０番 石 田 勝 弘 １２番 斉 藤 孝 昭

１３番 濵 田 栄 子 １４番 浅 利 竹 二 郎

１５番 中 村 正 志 １６番 半 田 義 秋

１８番 大 瀧 次 男 １９番 富 岡 修

２０番 佐 々 木 隆 徳 ２１番 冨 岡 幸 夫

２２番 鎌 田 ち よ 子 ２３番  池 光 弘

２４番 岡 崎 健 吾 ２５番 白 井 二 郎

２６番 山 本 留 義

欠席議員（３人）

５番 川 下 八 十 美 １１番 菊 池 広 志

１７番 村 中 徹 也

説明のため出席した者

市 長 宮 下 順 一 郎 副 市 長 新 谷 加 水

公 営 企 業教 育 長 遠 島 進 遠 藤 雪 夫管 理 者

代 表 総 務 政 策阿 部 昇 伊 藤 道 郎監 査 委 員 部 長

財 務 部 長 石 野 了 民 生 部 長 松 尾 秀 一

保 健 福 祉 花 山 俊 春 経 済 部 長 澤 谷 松 夫部 長

川 内 庁 舎建 設 部 長 鏡 谷 晃 松 本 大 志所 長

大 畑 庁 舎 脇 野 沢畑 中 恒 治 猪 口 和 則所 長 庁 舎 所 長

会 計
管 理 者 選 挙 管 理総 務 鹿 内 徹 委 員 会 氣 田 憲 彦政 策 部 事 務 局 長理 事
出 納 室 長

農 業監 査 委 員 星 久 南 委 員 会 山 口 勝 美事 務 局 長 事 務 局 長



- 22 -

公 営 企 業
局 長教 育 部 長 奥 川 清 次 郎 齊 藤 鐘 司下 水 道
部 長

総 務 財 務 部政 策 部 髙 橋 聖 政 策 柳 谷 孝 志政 策 推 進 監推 進 監

保 健民 生 部 福 祉 部政 策 竹 山 清 信 古 川 俊 子政 策推 進 監 推 進 監

教 育建 設 部 委 員 会副 理 事 望 月 操 事 務 局 小 鳥 孝 之都 市 建 築 政 策課 長 推 進 監

総 務 財 務 部政 策 部 川 西 伸 二 氏 家 剛財 政 課 長総 務 課 長

民 生 部財 務 部 赤 坂 吉 千 代 国 保 年 金 畑 中 秀 樹税 務 課 長 課 長

保 健民 生 部 福 祉 部環 境 政 策 東 雄 二 赤 田 貴 生健 康 推 進課 長 課 長

脇 野 沢脇 野 沢 庁 舎庁 舎 杉 山 直 規 産 業 松 原 貢産 業 建 設 建 設 課課 長 総 括 主 幹

教 育教 育 委 員 会委 員 会 松 宮 康 則 事 務 局 山 崎 幸 悦事 務 局 生 涯 学 習総 務 課 長 課 長

保 健総 務 福 祉 部政 策 部 中 村 智 郎 健 康 畑 中 美 雅総 務 課 推 進 課主 幹 医 療 主 幹

建 設 部 総 務
都 市 政 策 部飛 内 義 雄 栗 橋 恒 平建 築 課 総 務 課
主 幹 主 査

事務局職員出席者

事 務 局 長 栁 田 諭 次 長 濱 田 賢 一

主 幹 佐 藤 孝 悦 主 任 主 査 小 林 睦 子

主 査 村 口 一 也 主 事 山 本 翼
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は23人で定足数に達してお

ります。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（山本留義） この際、会議録署名議員が不

在となりましたので、会議録署名議員を追加指名

いたします。

13番濵田栄子議員を指名いたします。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

６月７日市長から、今定例会提出議案の一部に

誤謬訂正がありましたが、既に同日各議員に送付

しておりますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第32 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第３２号

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第32号 むつ

市新型インフルエンザ等対策本部条例を議題とい

たします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第32号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第32号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第３３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第２ 議案第33号

むつ市みどりのさきもり館条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、６番目時

睦男議員。

〇６番（目時睦男） 議案第33号 むつ市みどりの

さきもり館条例について、２点にわたって質疑を

させていただきたいと思います。

１点目は、この条例を見ますと、施設の供用目

的及び学習活動、交流、集会などへの利用を考え

ている条例内容になっているわけでありますが、

これらのことを考え合わせたときに、閉館時間の

午後５時という条例の内容について考えてみた場

合には、私なりの理解としては、利用ニーズを考

えたときに、閉館時間は早いのではないのかと、

このような感を持つわけでありますが、閉館時間

を午後５時にした理由についてお聞かせを願いた

いと思います。

２点目は、条例の中で使用料は無料とするとい

う内容になっているわけでありますが、ただ営利

を目的としない利用での使用料徴収はどのような

場合を想定しているのか、あわせてこの２点につ

いてお聞かせを願いたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） 建設部長。
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〇建設部長（鏡谷 晃） 目時議員のお尋ねにお答

えいたします。

まず１点目の施設の供用目的及び学習活動、交

流、集会等への利用を考え、閉館時間の午後５時

は早いのではないかと思われるが理由はという趣

旨だったと思います。これにつきましては、これ

までの学習センターでの実績を考慮したうえで、

通常時の利用時間は午前９時から午後５時までで

差し支えないものと判断し、閉館時間を設定した

。 、ものでございます 閉館時間外になるような学習

交流、集会等のご利用につきましては、内容を精

査したうえで臨機に対応したいと考えておりま

す。

続きまして、２点目の使用料を無料とする理由

は何か、また営利を目的としない利用の使用料徴

収はどのような場合を想定しているのかについて

でございますが、従前の学習センターは年間

3,500人程度の利用者がありましたが、社会教育

機関や公共的団体等であり、使用料が全て無料と

して減免措置されておりましたことから、みどり

のさきもり館につきましても、ほぼ同様の利用形

態になることが想定されるため、営利を目的とし

ない利用につきましては、原則使用料は無料とい

。 、 、 、 、たしました 当施設は 市民の学習 交流 集会

育苗及び植栽の体験が主な目的で、市民のまちづ

くり活動を支える場としての機能や学習機会の場

でありますので、これらの目的とは異なる場合と

しては、特定の政党、利害に関する事業のために

使用するときや、特定の宗教行事等のために使用

するときなどを想定しております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） わかりました。それで、児童

・生徒の学習活動に供用するという部分について

は、私は考え方として無料ということは当然考慮

するべきという考えを持っているわけであります

が、しかし一般の方々、団体等は、条例の内容か

らしますと、交流、集会など、こういうふうなこ

とをうたっているわけであります。そういう意味

からしますと、私なりの理解としては、地域の方

々、また各種団体の方々がこのみどりのさきもり

館を利用して集会とか交流を深めると、こういう

利用もあるのだろうという理解の中でいった場合

に、夜間にそういう集会等で利用したいという方

。 、々が当然出てくるのだろうと こういうことから

先ほどの午後５時という、そういう状況を考え合

わせたときに、５時という部分については早いの

かなと、こういうふうに思うわけで、端的に言い

ますと、児童・生徒への施設の利用だけに限定し

ての考え方なのかどうか、その点について再度お

聞かせを願いたいと思います。午後５時という考

え方については、先ほどの部長のお話でいいます

と、学習センターのこれまでの実績からいって、

こういう時間帯の設定で問題がないという理解を

しているというようなことでありますが、再度お

聞きをしたいと思います。

２点目の部分については、それぞれの利用者の

負担を軽減するという部分については、他の施設

も含めて私は考え方として無料にできればという

考えはあるわけでありますが、しかし例えば来さ

まい館とか他の施設、下北文化会館等々も含めた

それぞれの市の公共施設についてはほとんどが有

料で設定しているわけです。そういう意味からし

ますと、この部分については、無料という考え方

については否定をすることではないのであります

が、他の施設のバランスを考えたときに、こうい

う無料という部分についてはどういう、限定をし

ていることでの利用限定の考え方なのかどうかも

含めて再度お聞きをしたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） １点目の再質疑に関して

お答えいたします。
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先ほども実績を申し上げましたが、再度平成

23年度、平成24年度においての時間外の利用につ

いてもなかったことをお伝えして、当面の間、こ

れはこのような運用で、内容を精査したうえで臨

機に対応したいという方向でまいりたいと思いま

す。

あと利用者の軽減ということを考えた場合、使

用料無料ということはいいのではないかといいな

がらも、一部ではそういう利用料を徴収している

ものもあるのではないかというお話だったと思い

ますが、この施設そのものがそもそも学習等供用

施設という補助金をいただいて建設したという経

緯を踏まえ、まだその補助金が現前として生きて

いる状況の中なものですから、その範囲内ででき

るだけ軽減した形で社会教育機関や公共的団体、

今までの実績からいっても、そういう団体が主だ

ったわけでございますので、継続してその趣旨に

沿った形で原則無料としたいというふうな考えで

ございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 再三済みません。端的な質疑

をさせていただきたいのですが、先ほど私がお聞

、 。きしたのは 児童・生徒に限定をした利用なのか

私は、補助金なりそういうようなことで、今部長

がおっしゃった部分についてはわかるのですが、

例えば一般の方々が生涯学習としてその施設を利

用するという場合に、夜間に生涯学習の集会とか

交流とかという施設の利用という部分もあるのか

なという思いも含めて、再度その点についてお聞

きをしたいと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 申しわけありません。児

童・生徒の利用に限定したものではなく、これま

でも例えば踊りの練習やらストレッチ体操、会合

等、あるいはダンスの練習、花見の際の控え室等

で使われてきております。そのほかとしては卓球

をしたりとか町内行事、劇の練習等も含めて、利

用形態としては先ほどから説明しているとおり、

時間外の利用者はなかった 平成23年度 平成24年、 、

度もなかったということでございまして、これか

らの利用に関しても形態は踏襲するということに

なりますので、現在のところ時間外の利用に関し

ては申し込み時のそういう内容を精査したうえで

必要であれば臨機に対応していきたいと。花見時

期に関しましても、実際は臨機に対応しておりま

して、それは特定の時期だけということになりま

すけれども、対応してきておりますので、そのよ

うな取り扱いにしたいというふうに考えておりま

す。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） このみどりのさきもり館をい

ろいろリフォームとかしたと思うのですが、その

整備費は幾らであったかということと、これを維

持管理するのに人は何人配置をして、その維持管

理費、年間どのくらいか。ちょっと平成25年度の

予算書を見ると1,442万円ということですが、こ

れは多分途中からの維持管理費かなというふうに

思うので、年間どのくらいかということと、あと

これは直営でやるのか、もっと別の形態で管理す

るのかというのもお聞きしたい。

最後ですが、今までもちょっと目時議員の中で

も出ましたけれども、利用者は何人ぐらい見込ん

で、何か無料の施設だということですが、有料の

部分もあるので、収入はどのくらい見込んでいる

かというのをちょっとお聞きしたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） 横垣議員のお尋ねにお答

えいたします。

１点目の整備費は幾らかということについてお
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答えいたします。施設改修費につきましては、建

築工事9,082万5,000円、機械設備工事3,202万

5,000円、電気設備工事1,182万3,000円、計１億

3,467万3,000円となっております。そのほか今年

度743万4,000円の備品を整備しております。

、 、２点目の人は何人配置し 維持管理費は幾らで

直営での管理かについてお答えいたします。通常

の施設管理にかかわる人員配置につきましては、

市が雇用する臨時職員１名で対応してまいりたい

と考えております。施設の維持管理費にかかわる

、 、 、経費は 備品購入費を除く臨時職員賃金 電気料

水道料、消耗品、委託料、電話料等通年の維持管

理費として698万6,000円を見込んでおります。ま

た、管理形態につきましては、当面の間、直営で

行ってまいりたいと考えております。

３点目の利用者は何人で、収入はどのくらい見

込んでいるのかについてでございますが、利用人

数、使用料金、収入とも従前の学習センターの実

績を参考にしており、利用人数につきましては年

間3,500人程度、使用料収入につきましては、使

用者が社会教育機関や公共的団体等であったため

使用料が全て無料として減免措置されておりまし

、 、たことから みどりのさきもり館につきましても

ほぼ同様の利用形態になることが予想されるた

め、使用料につきましては当面見込まないことと

いたしました。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 当面直営でということであり

ますが、今までの説明だと教育施設という説明が

かなりあるのですが、予算書を見ると土木費のと

ころに予算が計上されているのですが、ちょっと

そこのところを確認させていただきたいのです

が、今までは教育費のほうの予算書の中にたしか

計上されていた部分だと思うのですが、そこのと

ころ、ちょっと説明をお願いしたいと思います。

土木費のほうに予算が移ったそういう理由、よろ

しくお願いします。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまのお尋ねについ

てお答えいたします。

教育費のほうから土木費に移った理由はという

ことでございますが、これまで学習センターにつ

、 。きましては 教育委員会で管理をしておりました

水源池公園の管理としては建設部で対応しており

ましたが、施設そのものに関しましては、教育委

員会で管理しておりました。しかしながら、今回

の改修工事において、この中に公園の管理室やら

設けることになったものですから、主体は建設部

であろうというようなことで所管をかえたもので

ございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） このみどりのさきもり館は、

一応臨時職員１名配置するという、この中身です

が、今までの説明だと、このみどりのさきもり館

に１人いて、しかも公園の維持管理もやるとかと

いうふうな説明もあったので、実際１名で逆に足

りるかなというのをちょっと疑問に思ったもので

すから、そこのところのもうちょっと詳しい、１

名で本当に足りるのかなというふうに思うのです

が、しかも今まで学習センターにたしか１名それ

こそ配置して管理していたかと思うのですが、そ

の方が引き続き雇用されてという形になるのかど

うかというのも含めてちょっと説明をお願いした

いと思います。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまのお尋ねにお答

えいたします。

１名で足りるのかというようなお尋ねでござい

ましたが、施設の管理、このみどりのさきもり館

の管理につきましては１名で当たると、あとは情
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報の伝達等に関してもこの１名で当たるわけなの

ですが、公園そのものの管理につきましては、シ

ルバー人材センターと委託契約をしておりまし

て、公園の管理はそちらのほうにお願いをしてお

ります。

（ 今までと同じ方ですか」の声「

あり）

〇建設部長（鏡谷 晃） 採用された人に関しまし

ては、同じ人ではございません。

以上でございます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 北の防人大湊地区整備事業に

つきましては、昨日財務省のほうから、これに関

する土地や建物のほう、売り払いを認めるという

ふうな答申が出たということで順次進んでいくと

いうふうに思っております。

まず最初に、このたびのみどりのさきもり館を

初めとしまして、今後整備されます北の防人大湊

安渡館、壱番館、弐番館、海望館など平成27年度

までに整備されるわけでありますが、いま一度大

きな意味でこの整備事業の目的とか意義とか、将

来的にはむつ市にとってどのような場所になるの

かということをご説明願いたいと思います。

次に、休館日についてでありますが、施設の特

徴からいって、またこれらの全ての施設整備が終

了したときに、それぞれの施設に対しまして、休

館日はあっていいと思うのでありますが、ここ整

備が終了しますと、恐らく365日、一年中人が訪

れる場所になろうかと思います。整備が全部終了

したときの休館日についてのあり方、全ての施設

が休みになる日があってはどうかと思いますの

、 。で そこら辺の考え方をお聞きしたいと思います

次に、みどりのさきもり館という名称について

でありますが、この名称につきまして、その決定

までのプロセスはどうであったのか。ワークショ

ップなどで検討したりしたのか、また加えてその

ほかの安渡館でありますとか、壱番館についても

同様だったのか、その点についてお答えを願いた

いと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

（ ） 、〇市長 宮下順一郎 北の防人大湊地区整備事業

この事業の目的、意義と、そういうふうなことに

ついて、まずお答えをいたします。どういう、そ

して全体的にどういうふうな場所になっていくの

かということでございます。

この事業は、中村議員既にご承知のとおり、今

から３年前だったでしょうか、水源地堰堤が国の

重要文化財、これに指定されました。この部分に

おいて、やはり歴史を大切にし、そしてそういう

ふうな構築物、国の重要文化財指定を受けるよう

なそういうふうな財産がむつ市にあるというふう

なことを再認識するに至りました。そういうこと

で、この歴史の部分を大切にしていかなければい

けない、そしてこれを将来しっかりと保存し、そ

して整備をして将来に伝えていかなければいけな

い、そういうふうな思いに至ったところでござい

ます。その中では、旧大湊水源地水道施設、そし

てまた石造建造物、こういうふうなものを生かし

て、大湊地区はもう100年を超える旧海軍、そし

て及び現在の海上自衛隊というふうな形の中で、

非常に濃厚なつながりがあったわけでございま

す。かつては大湊地区８万人、10万人とも、大湊

町にです、そういうふうな人口が所在したという

ふうなこともあります。そういうふうな中で、そ

の歴史を感じる町並みへと整備して、子供から高

齢者に、そしてさまざまな多くの方々の交流人口

を増加していきたいと、こういうふうなためにそ

の環境を創出していかなければいけないだろう

と。そしてまた、堰堤もこれを整備して、周辺の

水源池公園もバリアフリー化し、そして障害者の
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方々にも優しい環境づくり、これをしていかなけ

ればいけないというふうな思いに至り、地元の方

々を中心としてワークショップを開催して、こう

いうふうな整備計画に至ったというふうなことで

ございます。この部分においては、市民協働参画

と私がお話を常にさせていただいております、そ

ういうふうな部分でのかなりの部分がワークショ

ップ、そしてまた市民の方々のご意見を賜り、こ

ういうふうな形になったということでございま

す。今後大湊高校の旧女子寮、それから市の収蔵

庫、そしてそういうふうなものが今後整備をされ

て、観光客、そしてまた地域の交流の場所、幼い

子から高齢者の方々が緑に親しみながら歴史を感

じるというふうな環境を創出していきたいと、こ

のように思います。

そしてまた、今般完成いたしましたみどりのさ

きもり館、この隣には観光交流センター、これを

新築整備いたしまして、この部分においてお土産

を販売する場所だとか、そして観光情報を発信す

、 、る場所 こういうふうなものも考えておりますし

上のバイパスのすぐそばに展望台を設置いたしま

して、展望タワーと、タワーまではいきませんけ

れども、展望台をつくりまして、３階建てくらい

になろうかと思いますけれども、あの芦崎、ジオ

サイトの一つでもあります芦崎のあの砂州、それ

をごらんいただくような、そしてまた海上自衛隊

の出船、入り船、そういうふうなものをごらんい

ただくような形、非常に大きな夢を持ってこの構

想を進めていきたいと、このように思っておりま

す。

そういうことで、この防人というふうな、この

名称につきましては、市民協働のまちづくりとし

てワークショップを開催し、平成22年７月から計

10回にわたり開催して検討してまいりました。こ

の名称につきましても、ワークショップメンバー

と関係部署から名称を募集し、その中から選定を

したと、選定に至ったというふうなことでござい

ます。

そしてまた、みどりのさきもり、この部分にお

いては、先ほど来、今お話をしましたように、環

境を守っていく一つのこの部分においては緑を守

る、そしてまた市民協働でのというふうな思いが

この館名にこもっていると、私はこのように思い

ます。つまり緑を守る水源池公園のみならず、そ

こから発信をしてこのむつ市、そしてまた下北の

緑を守るシンボリックな名称になったものではな

いかと、このように思います。このことは、常々

お話をしておりますネクスト50に向かっての一つ

のそのイメージをつくり上げていくための拠点施

設、そういうふうなことになるように我々は努力

をしていきたいと、このように思いますので、ご

理解をいただきたいと、こう思います。

その余につきましては、担当からお答えいたし

ます。

〇議長（山本留義） 建設部長。

〇建設部長（鏡谷 晃） ただいまの市長の答弁に

補足して説明を申し上げます。

休館日についてお答えいたします。学習センタ

ーの休館日でありました木曜日からほかの施設の

休館日を参考に、月曜日に設定いたしたいと考え

ております。ただし、当該周辺は国の重要文化財

として指定を受けた旧大湊水源地水道施設や石造

建造物などがあり、桜まつり期間等、利用者の増

加が予想される場合には、休館日でも開館する方

向で考えております。

また、今後整備が予定されている施設の休館日

の取り扱いにつきましては、関係部署と協議を重

ね、北の防人大湊における有効利用を考慮しなが

ら検討していく必要があるものと考えておりま

す。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。
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〇15番（中村正志） 今市長からも、るる説明をい

ただきました。

そうしますと、まず休館日のほうなのですけれ

ども、現時点では整備が全部済んだ時点での形と

いうのはまだわからないのだろうとは思います

が、やはり場所柄からいって、全ての施設が一斉

に休みになるということは考えられないと思いま

すので、その辺については整備全部終了するまで

にいい形をつくっていただきたいというふうに思

います。

あとこの整備が全部終了したときに、ここの場

所というのは最終的にはどのような名称で呼ばれ

ることになるのでしょうか。水源池公園なのでし

ょうか、それとも北の防人何たらかんたら公園と

いうふうになるのでしょうか、そこら辺は考えて

いますでしょうか。

どうして名称についてお聞きするのかというの

は、今市長からもちょっと説明あったのですけれ

ども、私自身この「防人」という言葉にちょっと

マイナスのイメージを持っておりまして、市長は

十分ご存じだと思うのですが、歴史的なことを言

いますと、この防人というのは、663年に百済救

済のために出兵した白村江の戦いで、唐、新羅の

連合軍に大敗したことを契機に九州沿岸の防衛の

ため設置された辺境防備の兵のことですよね。こ

の任期は３年でありまして、防人のほとんどが都

より遠く離れた東国より徴兵をされております。

食糧や武器も自前でございました。そして、この

３年の間で、兵役の間でさえも、そのほかの税は

免除されておりません。非常に重い負担だったの

だろうと思います。それで、またこの３年の任期

が終わって帰郷するときも、途中で残念ながら命

を落としたりする人も少なくなかったそうでござ

います。また、万葉集にも防人について歌われて

いる歌がたくさんありますが、そのほとんどは家

族との別れについてなど哀愁に満ちた悲しい歌ば

かりでございます。先ほど市長が話した市民の憩

いの場、あるいは観光、地域交流の場としての明

るいプラスのイメージにちょっと私は防人という

のはどうしても結びつかないと思うのです。その

辺について、再度市長のお考えをお聞きしたいと

思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 防人のイメージ、非常にマ

イナスイメージではないかというふうなご趣旨の

ご発言でございますけれども、防人は今中村議員

六百数十年、白村江の戦いというふうな形での当

時の政権が大和朝廷になりますか、奈良時代の、

そういうふうな形の百済に出兵して云々というふ

うなことで敗北をしたというふうな、そういうふ

うなイメージをお持ちになる方は、非常に歴史に

、 。造詣の深い方だと 私はそういうふうに感じます

そういう意味では、防人というふうなこと、これ

は実際北洋館の前に「北の防人」というふうな石

碑がございます。そして、このイメージをそのま

ま、今から1,500年、千数百年前のそういうふう

な形のイメージではなくて、やはりこの防人は１

回目の派遣ではそういうふうな形になりましたけ

れども、その後国を守っていくというふうな形に

変化してきているのではないかと、私はそういう

ふうな認識を持っております。北九州のほうに派

、 、遣をされ そしてその中では万葉集でも歌われて

巻14とか、そのあたりですか、万葉集の中で歌わ

れており、そして家族との離別、そういうふうな

ところ、悲しさあふれる、そういうふうなのも私

は重々承知をしておりますけれども、そういうふ

うなところのイメージではなくて、国を守るとい

うふうな、そういうふうなイメージをこれから我

々は持っていかなければいけないのではないか

と。そういう意味で、北洋館の前に「北の防人」

というふうな揮毫された石碑も建っておるわけで

ございます。
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そしてまた、みどりのさきもりというふうな、

これはまさしく緑を守っていくと、そういうふう

な思いで命名されたというふうなことでございま

すので、マイナスイメージを捉えるのではなく、

そのイメージが転化して変わってきているのでは

ないかと。最近では、さだまさしも何かそういう

ふうな、ちょっと悲しげな歌を歌っているようで

ございましたけれども、そういうふうなことで、

私たちは北の防人、これは防衛の部分において北

東北３県、そして北海道海域を守ってくれている

海上自衛隊、そして航空自衛隊、そして陸上自衛

隊、さまざまなそれぞれの立場で国防という、国

民の生命と財産を守るために日々努力をしている

というふうな防人もここにおいでになるわけでご

ざいますので、それらとあわせて守っていくとい

うふうな、攻めていって負けたということではな

くて、これから守っていくのだというふうな一つ

のシンボリックな意味での捉え方をしていただき

たいと、このように思います。

それから、北の防人大湊、この計画、さあ大湊

水源池、どういうふうな名称になっていくのかと

いうふうなことのお尋ねでございますけれども、

あくまでも都市公園としての水源池公園でござい

ますので、この名称をしっかりと伝えていかなけ

ればいけないし、厳然としてその名前を使うこと

になります。ただ、その一部、そういうふうな中

に公園の環境の中に北の防人大湊計画を進めてみ

どりのさきもり館とか、まだ仮称でありますけれ

ども、安渡館、そしてまた何とか壱号館だとか、

北の防人壱号館だとか、そういうふうなネーミン

グになっていくものと、このように思っておりま

す。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） 市長のおっしゃることは十分

わかっておりますし、この「北の防人」という言

葉は、キャッチといいますか、非常に人々に伝わ

りやすいという面もございます。ましてや今市長

もおっしゃったとおりに、海上自衛隊との結びつ

きというのも非常に表現できる言葉で、私マイナ

スのイメージと言いましたけれども、そういう意

味ではたくさんの方にすぐに覚えていただきやす

、 、い名称だとも思いますので 名前につきましては

これ以上市長とは議論はいたしませんけれども、

できれば最終的には水源池公園ということであり

ますが、でもこれは多分多くのむつ市を初め市外

の方々、あるいは観光にいらしていただける方々

にも宣伝することになると思いますので この 北、 「

の防人」という言葉をどこかできちんとした形で

使っていただければなというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。

以上です。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第33号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第33号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第３４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議案第34号

むつ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、６番目時

睦男議員。

（ ） 。〇６番 目時睦男 １点だけお尋ねをいたします

この条例は、予防接種健康被害調査委員会の委
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員の報酬の額を改正する条例でありますが、内容

を見ますと、現在までの条例、日額7,500円が改

定によって１万5,000円、２倍に一挙に引き上げ

と、こういう内容での条例改正であります。そう

いう中で、その額の改正を２倍にしなければなら

ない根拠と理由をお知らせ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） お答えいたします。

予防接種健康被害調査委員会条例は、昭和63年

４月に施行されましたが、その後これまでの25年

間、健康被害に該当すると思われる事例が発生し

なかったため開催された経緯がなく、報酬額につ

きましても応分の改定がされてこなかったもので

。 、あります 今回委員会を開催するに当たりまして

委員５名のうち報酬支払い対象となる４名が医師

でありまして、現行の下北圏域介護認定審査会及

び下北圏域障害程度区分認定審査会委員でありま

す医師の報酬額との均衡を図る観点から報酬額の

見直しをすることとしたものでありますので、ご

理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ６番。

（ ） 、〇６番 目時睦男 今の部長の答弁からしますと

これまで昭和63年以降、条例制定してから委員会

の開催はしてこなかったと、こういう中で、他の

条例の報酬額との見合いの中で１万5,000円に改

定をすると、こういうようなことであります。若

干関連しますが、この予防接種健康被害調査委員

会の開催の機会がなかったから開催をしてこなか

ったのか、そしてまた今後は開催が、今風疹等の

部分についても我が市として予防接種を制度化し

てきているわけでありますが、そういう点との見

合いも含めてこの改定ということなのか、内容に

ついてお知らせを願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） お答えいたします。

昭和63年に条例をつくりましてから、実際この

健康被害ということは起きていなかったわけでご

ざいます。今回、昨年結核予防接種、いわゆるＢ

ＣＧを行った乳児に副反応と思われる症状があら

われ、それによりまして予防接種と健康被害の因

果関係について調査などをするために、むつ市に

おいては初めて開催されるということになったわ

けでございます。

今後のことですけれども、確かに風疹、今こち

らのほうでも全額助成しながら予防接種を行って

おります。その他十数種類にわたりまして予防接

種を行っておりますので、そういう関係上、今後

出てくる可能性はありますけれども、全国的な事

例を見ますと、全国的にもこういうふうな委員会

が開かれるというケースはまれなようでございま

す。県内におきましては、平成21年の平川市、そ

の前は平成10年の青森市までさかのぼるというふ

うな状況でございますので、今後におきましても

そう頻度の高い状況で開かれることはないものと

考えております。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 質問内容は、目時議員と同じ

内容でしたので、私の質問は取り下げさせていた

だきます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第34号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第34号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。
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◇議案第３５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 議案第35号

むつ市分収林設定条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第35号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第35号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第３６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 議案第36号

むつ市観光遊覧船条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、６番目時

睦男議員。

（ ） 。〇６番 目時睦男 １点だけお尋ねをいたします

この条例の改正は、観光遊覧船の有効活用を図

ると、こういうようなことの意味合いの中で、航

路、そしてまた運航について臨時運航を可能とす

ると、こういう趣旨での改正であります。お尋ね

をしたいのは、これまでの運航状況等を含めて臨

時運航を可能としなければならない具体的なニー

ズがあったのかどうか。ニーズがあるから改正を

するのだろうという理解もするわけであります

が、どのような場合を想定してのこの条例改正な

のか、具体的な内容についてお知らせを願いたい

と思います。

〇議長（山本留義） 脇野沢庁舎所長。

（ ） 。〇脇野沢庁舎所長 猪口和則 お答えいたします

観光遊覧船「夢の平成号」は、現在脇野沢港―

仏ケ浦港間の往復を定期航路、貝崎周辺を不定期

航路として事業認可を受け運航しているところで

あります。本観光遊覧船は、海上観光の振興と地

域活性化を図るためを目的としており、条例の一

部を改正し、観光遊覧船のさらなる有効利用を図

るためのものであります。

臨時運航に当たりましては、観光事業や観光団

体などの求めに応じた湾内のイベントへの運航を

考えております。さらに、臨時運航に当たりまし

ては、定期航路のあいている時間に、団体の求め

に応じた形での臨時運航ということを考えており

ます。

ニーズがあったのかということのお尋ねです

が、さらなる観光振興のために、今のところはニ

ーズ、聞こえておりませんけれども、これに向け

た動きというものを募集していきたいなと考えて

おります。ただし、他民間会社、民間の船のほう

になりますが、そちらのほうで当市の「夢の平成

号」を借りて青森の花火ツアー観覧のほうで対応

していた経緯があります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） わかりました。１点だけ再度

お尋ねをするのですが、事業認可との関係です。

航路について、臨時にこちらのほうで航路を設定

できるというようなことが事業認可との関係につ

いてはどうなのかお聞きをします。

〇議長（山本留義） 脇野沢庁舎所長。

〇脇野沢庁舎所長（猪口和則） 事業認可と法律と

の関係になりますけれども、定期航路のほか臨時

運航となりますと、１カ月前までに東北運輸局の

ほうへ届け出て、うちのほうの事業的には届け出

で済むという回答を得ております。

以上です。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。
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次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） この「夢の平成号」の収支の

状況をお聞きしたいと思います。３年分ぐらいの

収支、どのようになっているのかというのを教え

ていただければと思います。また、赤字になって

いるのかなというふうなイメージもあるので、お

知らせ願いたいと思います。

それと、この船は年間何日くらい運航している

ものなのか、実態もお知らせいただければと思い

ます。

以上です。

〇議長（山本留義） 脇野沢庁舎所長。

（ ） 。〇脇野沢庁舎所長 猪口和則 お答えいたします

観光遊覧船「夢の平成号」の平成22年度から平

成24年度までの３年間の収支についてであります

が、平成22年度は支出額722万8,337円に対し、収

入額292万2,151円、平成23年度の支出額は602万

7,244円に対し 収入額が172万2,430円 平成24年、 、

度は支出額633万1,083円に対しまして、収入額が

237万6,365円となっております。

次に、年間の運航状況につきまして、毎年４月

中旬から10月中旬までの６カ月としており、何日

運航しているのかとのお尋ねですが、１日２往復

しておりますことから、年間の便数でお答えさせ

ていただきます。過去５年間の数値でお答えさせ

ていただきます。

平成20年度145便、平成21年度144便、平成22年

度129便、平成23年度89便、平成24年度109便とな

ってございます。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） お聞きになったとおり、なか

なか収支という意味では厳しいものがあるかと思

います。そういう意味では、今回の有効活用とい

うことで、少しでも収入が上向いてほしいなと思

うのですが、そもそもこういう臨時運航してもプ

ラスにはならないかなというふうに思うのです

が、総合的にお聞きしたいのですが、やっぱりこ

ういう状況を改善というか、そういう形で議論さ

れているものかどうか、これはもう仕方ないと、

このぐらいの赤字は仕方ないから、これからもず

っと継続していくのだという方向性なのかどう

か、そこのところ、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ただいまその収支の状況を

お伝えして、このままでいいのかというふうな趣

旨だと思いますけれども、このままではよくない

、 。 、と このように思います つまりそういう意味で

今さまざまな有効活用を図っていこうというふう

なことでございます。しかし、相手は自然が相手

でございます。安定した運航と、規模も小さいわ

けでございますので、風が吹く、波が高いと、こ

うなりますと、運休というふうな形になります。

しかしながら、その合間を縫ってでも、幾らかで

も赤字を圧縮していこうというふうなこの部分に

取り組む必要があり、横垣議員もそういう意味で

は定期運航以外のご利用を、さまざまな形でほか

の方々にもご推薦をしていただき、１カ月前に申

し出いただきますと、それが許可されるわけでご

ざいます。しかし、１カ月後の天気はわかりませ

ん。そういうふうなところの非常に不安定な部分

があります。しかしながら、この部分は合併以前

から引き継いでいるというふうなことで、また船

体もまだまだ使えるというふうな、ただエンジン

のほうは、かなり傷んできております、二十数年

たっておりますので。そういうふうな部分で対応

していかなければ、それは将来にわたって判断を

していかなければいけないものと、このように思

います。

私自身、個人的なお話をさせていただきますけ

れども、議員になる前に旧脇野沢村からこの「夢



- 34 -

の平成号」を借り上げまして花火大会に２回行き

ました。浅虫の花火大会は、大雨で全く雲の中で

見えませんでした。陸奥湾でのナイトクルージン

、 。 、グを これを計画してやりました そのときには

個人的なつながりの中でやったわけでございます

けれども、非常に高い評価をいただいたというふ

、 、うな記憶がございますので 横垣議員も党か何か

そういうふうな形の中でご利用いただければ、そ

れが赤字を少しでも減らしていく手法になってい

くものではないかと思いますので、ご協力をお願

い申し上げます。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第36号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第36号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第３７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 議案第37号

工事請負契約についてを議題といたします。

本案は、脇野沢赤坂地区不法投棄廃棄物撤去工

事に係る工事請負契約を締結するためのものであ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、６番目時

睦男議員。

〇６番（目時睦男） 議案第37号 工事請負契約に

ついてでありますが、２点について確認をさせて

いただきたいと思います。

いよいよ脇野沢の不法投棄が撤去に至るという

ことについては、住民のこれまでの心配を解消し

ていく、こういう意味では多額の費用を見込んで

いるわけでありますが、今回撤去にかかると、こ

ういうことであります。それで、確認であります

が、２点であります。

１つは、これまでのこの事案での議論の中で、

ホタテ貝殻等の有価物については分別処理をする

と。要するに有価物については収入に見込んでい

くというようなことを答弁の中でされているとい

うふうなことで理解しています。今回の請負契約

の中身の中でもそういう工事内容が見込まれてい

るというようなことで理解をしていいのかであり

ます。

２つ目は、ほとんどのものが私の理解としては

産業廃棄物だろうと、こういうふうなことでの理

解をするわけでありますが、当然産業廃棄物の処

理に当たっては産業廃棄物処理場に運搬処理をし

なければならないというふうなことになるわけで

あります。そういうふうなことから、この産業廃

棄物については産業廃棄物最終処分場に運搬をす

るという工程の中での契約なのかどうか、この２

点についてお尋ねをいたします。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（松尾秀一） 目時睦男議員のお尋ねに

お答えします。

２点ほどの趣旨かと思いますが、まずお尋ねの

１点目、ホタテ貝殻等の有価物の分別処理につき

ましては、この契約上では最終年度、廃棄物の撤

去後に一時保管場所へ運搬する内容となっており

ます。また、売却等の料金については、この部分

については入っておりません。

。 、それから２点目です 不法投棄された廃棄物は

その多くが旧脇野沢村により家庭ごみとして収集

運搬された一般廃棄物でございますので、基本的

には一般廃棄物として処理いたします。また、明

らかに産業廃棄物と判別されるものにつきまして

は、産業廃棄物として処理を行い、また家電リサ
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イクル対象製品等はそれぞれ専門の処理施設へ運

搬するということになります。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） さきの答弁の中で、一般廃棄

物あり、産業廃棄物あり、今部長がおっしゃった

家電品もあるかもわからないということで、いろ

んなことが想定されているというようなことであ

ります。いろいろ現地というか、地元の状況の中

で耳に入ってくるのは、建築廃材も埋め立てられ

ているというような話も我々の耳の中に、不確定

ではありますが、入るわけであります。そういう

建築廃材は当然産業廃棄物ですから、産業廃棄物

処理場に運搬をするということの理解をしている

わけでありますが、再度その点について。先ほど

の部長の答弁は、ほとんどが一般廃棄物だという

答弁でありますから、その量の比率は掘ってみな

ければわからないかと思いますが、この点につい

て再度ご答弁をお願いいたします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） これまで大変長い期間にわ

たりまして、この事案が発覚いたしましてから、

住民の方々、周辺の方々にご心配とご迷惑を、そ

してまた議会のほうにも多大なるご不安を与えた

ということは、この場をおかりいたしまして、お

わびを申し上げますけれども、ようやくこの形で

撤去作業が始まるということに至ったわけでござ

います。先ほど部長の答弁に、ほとんどが旧脇野

沢村により家庭ごみとして収集運搬された一般廃

棄物であると。ほとんどがでございます。そこに

は、この事業を開始する前にボーリング調査をい

たしました。その部分でも一般廃棄物と思われる

ものがほとんどでございます。しかしながら、今

目時議員がお話しのように、地区のお話ですと、

何か建物を解体したものを埋め込んだ、そしてま

た埋める前にそこで焼却をしたというふうな情報

も我々もキャッチしております。その部分におい

ては、当然ほとんどが一般廃棄物でありますけれ

ども、それ以外のものも入っていると、こういう

ふうな認識をしております。ダイオキシンが一時

お騒がせをしました。その部分においては、焼却

をしたというふうな中での原因であろうと、この

ように推測をしておりますけれども、やはりこの

前からお話をしておりますけれども、あけてみな

ければわからない状況、そういうふうな非常に違

法な処理をしていたということでございますけれ

ども、これはしっかりと対応していかなければい

けないものと、このように思っております。つま

りほとんどが一般廃棄物であろうと、これは推測

、 。 、でございます ボーリング調査をした結果 ただ

そのほかにも入っているだろうと。さまざまなも

のが入っているといううわさは、私には届いてお

りますけれども、これはふたをあけてみなければ

わからない。それぞれ出たときには、その対応を

しっかりとしていかなければいけない。一般廃棄

物なのか、産業廃棄物なのか、そういうふうなも

のはしっかりと仕分けをして処理に向かっていき

たいと、このように思っております。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 今の市長の答弁でわかりまし

た。

確認でありますが、この選別処理運搬という部

分については、特記仕様書なりそういうことで契

約の中に明示をしているということの理解でよろ

しいのでしょうか、お願いいたします。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（松尾秀一） お答えいたします。

まず、おおむねそのとおりでございます。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 今回のこの撤去工事ですが、
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一応２億7,000万円と。当初５億円、６億円とか

という話が出たときは、大変びっくりしたのです

が、そういう意味ではかなり抑えられた金額とな

って、ほっと安心をしているところですが、結構

、 、そういう意味で抑えられているのですが 途中で

それこそ何が出てくるかわからないという答弁が

ありますものですから、工事費が途中で膨らむと

いう可能性はないものかどうかというのを確認さ

せていただきたいと思います。

それと、逆にこの２億7,000万円という形で抑

えられているので、これを超えたら業者が自分で

自腹を切らなくてはいけないというふうなことに

なったときに、先ほど分別、選別撤去という話が

出ておりまして、その分別するところを、ちょっ

といい言い方ではないですが、手抜きをして、分

別しないでどんどんもうトラックに積んだほうが

安上がりなのですよね。そういう撤去工事になっ

てしまう可能性はないものかどうか、ここのとこ

ろをちょっと確認させていただきたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ５億円でびっくり、2.8億

円で一安心というふうなお話でございますけれど

も、2.8億円でも我々にとってはびっくりでござ

います。そういうふうなことで、当初この事案が

発覚をした際には、４億円、５億円、６億円、７

億円、そういうふうな形の数字がさまざまにぎわ

せたところでございますけれども、詰めて詰めて

というふうな形、だけれども、これまでさまざま

、 、な部分でのキャッピングをしたり そして矢板で

鋼板で食いとめたり、それから水質調査、検査、

こういうふうなものをひっくるめると、本当に多

額な財政負担を我々は強いられたわけでございま

す。2.8億円でも私はびっくりでございます。横

垣議員は安心ということでお話がありましたけれ

、 。ども 安心をしている場面では私はないものだと

先ほど来お話をしているように、あけてみて何が

出てくるかわかりません。ですから、この2.8億

円がこれからあけてみて、さまざまな部分で我々

も立ち会ってやっていくわけでございますけれど

も、当然増額される可能性がゼロとは言えない、

私はこういうふうに考えております。

そして、その中で、手抜きをして分別しない等

の撤去工事をしたらどうかというふうなお話で、

そういうふうな手法もあるのではないかというふ

うなことのご発言がございましたけれども、まさ

しくそういうふうな精神と申しますか、そういう

ふうなお考えがあること自体はしっかりと私ども

。 、は否定しなければいけない そういうふうな形で

まさしく脱法的な、違法的な行為をした結果がこ

ういうふうな形になったわけでございますので、

手抜きをしなさいというふうな、いかにもそうい

うふうな暗示、サジェスチョンをするようなご発

言は私は受けとめることはできません。しっかり

と法にのっとった形で分別し、そして処分をして

いくのが行政としてのあり方というふうなことで

ございますので、このご発言に対しては私は抵抗

させていただきます。はっきりと私どもは、法に

のっとった形の中で処分をしていくということを

この場所をおかりしてお誓いを申し上げ、まさし

くそういうふうな形をやると、また後世の人たち

が何億というふうなびっくりする事案になるわけ

でございますので、しっかりと法にのっとった形

で処分をしていきます。その部分において、増額

の可能性がゼロということはなかなか言えないも

のと、あけてみなければわかりませんということ

。 、を繰り返しお話をさせていただきます その際は

よろしくお願いいたします。ご賛同のことをお願

いしたいと、このように思います。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第37号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第37号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第３８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 議案第38号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団むつ消防団第２分団配備

の水槽付消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新す

るためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第38号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第38号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第３９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議案第39号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団脇野沢消防団団本部配備

の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するため

のものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第39号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第39号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 議案第40号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、小形ロータリ除雪車を購入するための

ものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第40号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第40号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第４１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議案第41号

新たに生じた土地の確認についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第41号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第41号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議案第42号

新たに生じた土地の町名についてを議題といたし
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ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第42号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第42号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第43号

町の区域の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） この議案第43号は、むつ恐山

公園大畑線のかさ上げ工事に関する議案だと思い

ますが、工期はどのようになっていますでしょう

か。これは、もう大分前から県から説明会があっ

て、今工事をしているわけですけれども、最終工

事はどのようになっているのか。また、2015年、

薬研温泉開湯400年の時期に向かって、その時期

大体現場はどういう状況になっていると考えられ

るか、お知らせください。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

議案第43号は、青森県が実施いたしますむつ恐

山公園大畑線道路改良工事に伴いまして、農林水

産省から県が買い受けた国有林地をむつ市大畑町

葉色に編入するために議会の議決をお願いするも

のでございます。

当該工事の実施主体は青森県でございますが、

工期は平成24年度からおおよそ５年程度を目標に

事業を進めているとのことでございますが、現段

階で完成年度を申し上げることは難しいと伺って

おります。

それから、薬研温泉開湯400年、平成27年の時

点で工事現場の状況はどうなっているのかという

お尋ねでございますけれども、その時期はまだ工

事期間中ということになりますものの、どのよう

に状況になっているかについては何ともお答えで

きかねるところでございます。しかしながら、下

北半島のすばらしい観光地の一つであります薬研

へ通じます幹線道路であるということから、一部

交通規制はなされるものとは思われますけれど

も、車両の通行等は確保されるのではないかと考

えております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 先ほど市長がみどりのさきも

り館条例のところで、歴史を感じる町並みという

言葉をお使いになりました。私聞いていて、いや

あ、いい言葉だなというふうにとても感動したと

ころでございます。そしてまた、薬研も400年と

いう歴史を持ち、別な意味で歴史を感じる町並み

を皆さん努力しながら今つくっているところでご

ざいます。先日休会中に私も現場を確認に行って

まいりました。そうしたら、工事も自然石を使い

ながら、ごく自然の川並をまた再現していきたい

という思いもよく出ていましたので、工事に関し

ましては、通行に関しましては、なるべくその時

期は、その期間はスムーズな通行ができますよう

要望していただきますことをお願いして終わりま

す。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第43号の質疑を終わります。
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ただいま議題となっております議案第43号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第13 議案第44号

町の区域の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第44号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第44号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第４５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第14 議案第45号

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組

合規約の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第45号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第45号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第45号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第45号は原案のとおり可決されました。

◇議案第４６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第15 議案第46号

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の

変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第46号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第46号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第46号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第46号は原案のとおり可決されました。

◇議案第４７号
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〇議長（山本留義） 次は、日程第16 議案第47号

平成25年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。15番中村正志議員。

〇15番（中村正志） 補正予算案につきまして、質

疑をさせていただきます。

本年３月21日に奥内地区で発生した火災により

ます集会所設置のための補助金、また防災行政用

無線設備の工事費が計上されておりますが、まず

最初にこの火災によります被害状況というのはど

のようなものだったのかお知らせください。

また、関連いたしまして、むつ市の無形文化財

に指定されております奥内歌舞伎の舞台道具類に

ついても焼失したと聞いておりますので、その被

害状況につきましてもあわせてお知らせをくださ

い。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（伊藤道郎） お答えいたします。

火災による被害状況についてでございますけれ

ども、集会所につきましては、木造一部２階建て

、 、で 建築面積が約100坪の建物でございましたが

新聞報道にもありましたように、これが全焼とな

っております。また、集会所敷地内に隣接して設

置してありました防災行政用無線設備につきまし

ては、スピーカー及びスピーカー柱を除いた受信

機、アンテナ及び放送用マイクが焼損しておりま

す。そのほか集会所の中にございましたテーブル

等の備品類や奥内歌舞伎の舞台セットについても

全損となっております。ただ、幸いにも衣装とか

かつらにつきましては集会所外に保管していたと

いうようなことで、これらは被害を免れておりま

す。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 15番。

〇15番（中村正志） むつ市の宝の一つであります

奥内歌舞伎に甚大な被害が出たわけであります

が、気がかりなことは、やはりこれによってここ

まで頑張ってきた奥内歌舞伎が廃れてしまうので

はないか、あるいは最悪の場合、復活できないの

ではないか、何よりも地域の皆様の心が折れてし

まうのではないかと非常に心配する面が多いので

ありますが、今後市といたしまして、この復活に

向けた支援についてはどのような考え方を持って

取り組んでいかれますか。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 当日私も現場を見に行きま

した。全く柱が一本も残っていない状況でござい

まして、非常に大きな被害でございました。この

部分において奥内歌舞伎、ただちに地元の奥内歌

舞伎の会長さんともお会いをし、そしてできる限

り我々としては支援をするというふうなお話をさ

せていただき、そして今回の補正予算、これに至

ったわけでございます。

今後奥内歌舞伎、やはりこの部分は、今中村議

員のお話しのように、この地域のコミュニティー

の一つの大きなシンボルでございます。この部分

においては、子供たちも一生懸命やり、そして練

習をし、そして発表するというふうな形の中で、

地域のコミュニティー、非常に見本的なお手本と

なるような形の、地域コミュニティーのそのすば

らしさの発露された伝統芸能、これをしっかりこ

れまで守ってきたわけでございますので、行政と

してもさまざまな形で今後もできる限りの支援を

していきたいというふうなことでございます。

本補正予算が御議決いただいた後に新たな集会

所施設というふうなことに、建設に向かっていく

というふうなことを伺っておりますので、その建

物が完成した暁に、さまざまな形でのご相談を受

けて、この行事、この事業を、奥内歌舞伎という

一つのシンボリックな事業を我々も支えていきた

いと、このように思っておりますので、議員各位
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もまたご支援のほどもお願い申し上げたいと、こ

のように思います。

以上です。

〇議長（山本留義） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第47号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第47号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第47号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第47号は原案のとおり可決されました。

◇報告第４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第17 報告第４号

平成24年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第４号の質疑を終わります。

報告第４号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第18 報告第５号

平成24年度むつ市下水道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第５号の質疑を終わります。

報告第５号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第19 報告第６号

平成24年度むつ市一般会計事故繰越し繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第６号の質疑を終わります。

報告第６号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第20 報告第７号

平成24年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第７号の質疑を終わります。

報告第７号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第21 報告第８号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第８号の質疑を終わります。

報告第８号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第22 報告第９号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成24年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） この補正予算の26ページにあ

るのですが、公営企業費として下北医療センター

負担金４億4,226万5,000円ということで、かなり

補正額が大きいので、この内訳をお聞きしたいと

思います。それぞれ、結局決算の見込みに伴って

赤字の負担補填という形のものなのかどうか、よ

ろしくお願いします。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（石野 了） 横垣議員のお尋ねにお答

えいたします。

議員ご承知のとおり、下北医療センターでは平

成20年度決算において約59億7,500万円の資金不

足を生じ、資金不足比率が51.8％となり、財政健

全化法に定める基準値の20％を超えたことから、

平成21年度から平成24年度までの４年間で資金不

足比率20％を下回ることとした経営健全化計画を

策定し、経営健全化団体からの脱却を目指して経

営改善に努めてきたところであります。

この資金不足、いわゆる不良債務の解消につき

ましては、一般会計からの支援がなければ達成で

きるものではないことから、下北医療センターと

構成市町村が一丸となって不良債務の解消に取り

組んできておりまして、平成21年度で約７億

4,900万円、平成22年度で約10億5,000万円、平成

23年度では約９億6,400万円を解消し、経営健全

化計画に沿った形で不良債務を解消してまいりま

したが、むつ総合病院における７対１看護から

10対１看護への医療体制の変更等に伴い、経営健

全化計画で見込んでおりました平成24年度末のむ

つ総合病院の黒字額約10億6,000万円が約４億円

にとどまる見込みとなったことから、下北医療セ

ンター全体での計画達成のため、構成市町村がそ

れぞれの病院、診療所の不良債務解消の前倒しを

これまでも進めてきたところであります。

平成24年度決算見込みにおいても、計画達成が

厳しい状況となったことから、一般会計の決算見

込みを勘案しながら、３診療所の不良債務解消分

として３億8,526万5,000円の追加の支出を行うこ

とといたしました。

また、むつ総合病院については、決算見込みに

伴い、繰り出し基準に基づく救急医療等に係る一

般会計負担分5,700万円を追加したものでありま

す。この結果、下北医療センターの平成24年度決
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算見込みにおいては、約15億2,500万円の不良債

務を解消し、経営健全化団体となる資金不足比率

20％を切る14.0％となり、計画目標値であります

14.6％を0.6％上回る見込みとなるようでありま

す。

なお、赤字補填かとのご質問でありますが、こ

の不良債務を赤字と捉えるならば、赤字解消のた

めの補填措置ということになろうかと思いますの

で、ご理解願います。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） おかげさまで14.0％ですか、

資金不足比率がかなり改善されたということで、

そうしますと、今回今６月にこういう形の補正が

出るのですが、例えば来年あたりになりますと、

このような大きな金額の負担というのは発生しな

くなる予定なのかどうか、そこのところもお聞か

せ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 財務部長。

〇財務部長（石野 了） 先ほども申し上げました

とおり、資金不足比率は20％を切って14.0％とい

うことでございますが、むつ市が抱えております

３診療所の不良債務額は、平成24年度末でまだ約

21億2,000万円ほど残っております。これらの解

消も順次進めていかなければならないと考えてお

りますので、一般会計の決算見込みをにらみなが

ら、引き続き解消に努めてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解願いたいと思います。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第９号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第９号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第９号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第９号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第１０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第23 報告第10号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市税条例の一部を改正する条例に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第10号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第10号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第24 報告第11号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市国民健康保険税条例の一部を改
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正する条例について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第11号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第11号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第25 報告第12号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市半島振興対策実施地域に係る固

定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正す

る条例について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第12号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第12号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第26 報告第13号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過

疎地域における固定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例について報告及び承認を

求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第13号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第13号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第27 報告第14号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市承認企業立地計画に従って設置

される施設に係る固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例について報告及び承認

を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第14号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第14号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第１５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第28 報告第15号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。
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これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第15号の質疑を終わります。

報告第15号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第29 報告第16号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第16号の質疑を終わります。

報告第16号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第30 報告第17号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成25年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。10番石田勝弘議員。

〇10番（石田勝弘） この補正予算は、先天性風疹

症候群の予防を目的に成人の風疹予防接種費用を

市が全額助成するものでありまして、私も全面的

に賛意を表するものでありますが、若干確認した

いと思います。

まず、これはことしに限るのか、それともこれ

からも継続するのかというのが１つ。

２つ目は、支出額の算出根拠が545人とありま

すが、この根拠はどうなのか。

それから３番目、対象者として③、妊娠してい

る女性の同居家族等で特に接種が必要と認められ

る方という、特に接種が必要だと認められる方は

どういう人なのでしょうか。それについてお伺い

します。

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） お答えいたします。

３点にわたるお尋ねでございますけれども、ま

ず今後も実施する予定なのかという部分について

でございます。風疹は、５年くらいの周期で流行

するようで、季節的には春から夏にかけての感染

が多いということです。今回の接種の状況を踏ま

え、来年度以降は風疹の流行状況を見きわめ、そ

の都度対策を立てていきたいと考えています。

２点目は、予算の492万円余について545名程度

ということで、その人数はどういうふうに見込ん

だのかというふうなお話でございますけれども、

まず女性の希望者として、平成24年の妊娠届け出

者が約450名ほどおりましたので、接種見込みを

まず60％程度と見ました。それで270名。それか

ら、妊婦の夫として、その450名に接種率見込み

50％を乗じて225名、同居の家族等は、積算の根

拠としてはちょっと薄いかもしれませんけれど

も、50人程度と見まして、合計545人分について

の予算措置をしたものであります。

３点目のその他の同居家族の中で特に必要と認

められるもの、この「特に」というところはどう

いうことかということでございますけれども、同

居の家族の中で風疹の予防接種を受けていらっし

ゃらない方、または風疹にかかっていらっしゃら
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ない方というふうに限定の条件を付すために、そ

の「特に」という表現したものでございます。

以上です。

〇議長（山本留義） 10番。

〇10番（石田勝弘） １点目ですが、風疹の流行状

況を見て来年度は考えるということですが、そう

いうふうにきちんと５年置きとかと決まっている

ものなのですか。やはり二、三年は様子見るとか

という考えをしたほうがよろしいかと思います

が、その辺について１点。

そして、算出根拠の人数は、それなりに想定し

た人数でしょうが、それでは例えばことし、この

人数より多い希望者がありましたら、この人数で

切るのですか、それとも希望した人は全員という

、 。ことになりますか それを確認したいと思います

〇議長（山本留義） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 先ほどの答弁の中に

風疹の流行は大体５年を周期としているというふ

うなお話をいたしましたけれども、議員ご指摘の

、 、とおり ５年とは限らないわけでございますので

ここ数年はその流行の状況を見きわめながら対応

をしていきたいと考えております。

もう一点につきましては、多くの希望者があっ

た場合の対応というふうな意味かと思いますけれ

ども、その場合は当初の予定からして545人を過

ぎるようであれば、やはり補正をして、その対応

をしていかなければならないものと考えてござい

ます。

〇議長（山本留義） ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第17号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第17号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第17号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第17号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第１８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第31 報告第18号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第18号の質疑を終わります。

報告第18号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第32 報告第19号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成25年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第19号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第19号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明６月13日は常任委員会の

ため休会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、明６月13日は常任委員会のため休会すること

に決定いたしました。

なお、６月14日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１１時５０分 散会
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